　　　　　　学習指導要領準拠・新版『体育の学習』指導資料

　　　　　　体育科の年間指導計画例

　　　　　　　　　　　　　　　６年

　　　　　　　　　　①体ほぐしの運動（体つくり運動）

　　　　　　　　　　②走り高とび／鉄棒運動

　　　　　　　　　　③バスケットボール

　　　　　　　　　　④水　泳

　　　　　　　　　　⑤○月○日私のダイアリー（表現）／リズムダンス

　　　　　　　　　　⑥ソフトバレーボール

　　　　　　　　　　⑦２種類競争（ハードル走・走り幅とび）／持久走

　　　　　　　　　　⑧とび箱運動

　　　　　　　　　　⑨フォークダンス（マイム・マイム／コロブチカ）

　　　　　　　　　　⑩体力を高める運動（体つくり運動）

　　　　　　　　　　⑪サッカー

　　　　　　　　　　⑫マット運動

　　　　　　　　　　○スキー

　　　　　　　　　　○スケート

　　　　　　　　　　　

[image: image1.wmf]
①体ほぐしの運動（体つくり運動）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時            1                     2                    3                     4

単時            1                     2                    3                     4

(分)　　
　　　　　体ほぐしの運動【４時間】
　　　　　学習のねらい･･･いろいろな体ほぐしの運動を行い，みんなと仲よく体を動かす
　　　　　　　　　　　 楽しさや心地よさを味わう。

10　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。


　　　　　★ねらい１･･･体ほぐしの運動の行い方を知り，仲間と　　　　　　　★ねらい･･･好きな

　　　　　かかわり合いながら，いろいろな運動を行う。　　　　　　　　　　運動を選び，自分

　　　　　・毎時間，①動き始め（やや活動的に）→②なか（静的　　　　　　　たちでもっと楽し

20　　　　　に）→③最後に（活動的に）の順で，いろいろな運動　　　　　　　くなるように工夫

　　　　　　を選んで行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ペアやグループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，もっとやりた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い運動やこんな場

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面に使いたいと思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う運動を選び，組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   み合わせて行う。


40



　　　　【体ほぐしの運動】（運動の例）

　　　　（１）クラスのみんなで交流できる運動･･･①円形コミュニケーション（前の人の体をゆすっ

　　　　　たり，たたいたり／つながったまま寝てみよう／全身ゆらゆら／円形移動など）

　　　　 ②リズムにのって弾んで動く

（２）ペアでゆっくり気づきの運動･･･①ペアでゆったりリラクセーション（向かい合って

　両手ゆらゆら／寝てパタパタパッティング，足をぶらぶらヘビにょろなど）②ペアで

　ゆったりストレッチ

（３）ペアやグループで楽しめるいろいろな運動･･･①スリリングな運動（ジャンケンおん

　ぶ／地蔵運び／バランス崩し／大根抜きなど）②いろいろな用具を使った運動（風船／

　　　　　Gボール／マットなど）

　　　　【体ほぐしの運動】

　　　　①CDとCDプレーヤー

　　　　②風船･･･グループに１～２個

　　　　③Gボール（直径55cmまたは65cm）･･･２人に１個＜コウブンGボールプラス55，65など＞
　　　　④マット

『体育の学習』児童書P２～７，指導書・第２部研究編P62～65

②走り高とび／鉄棒運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時       5        6         7        8         9        10        11      12       13

単時       1        2         3        4         5        6         7        8        9

(分)

　　　　　鉄棒運動【２時間】　学習のねらい･･･できる技をつないで行ったり，できそうな技
　　　　　　　　　　　　　　　に挑戦したりして楽しむ。

　　　　　学習の進め方･･･ねらい１を十分に行ってから，ねらい２に進む。

10


　　　　　★ねらい１･･･できる技を続けて　　　　　★ねらい２･･･できそうな技に

　　　　　　行ったり，ほかの技と組み合わ　　　　　挑戦する。

　　　　　　せて行ったりする。
20　　

　　　　　走り高とび【７時間】

　　　　　学習のねらい･･･走り高とびの競争をしたり，自分の記録に挑戦したりして楽しむ。

　　　　　学習の進め方･･･最初の時間にめやすを決め，次の時間から，めあて１と２を１時間

　　　　　　　　　　　 ごとに繰り返す。

30　　　　

　　　　　め　　　　☆めあて１･･･グループ対抗の競争をしたり，得点を高めたりする。

　　　　　や　　　　（めあて１･･･２，４，６，８時間目）

　　　　す　　　　☆めあて２･･･めあてを決めて練習し，自分の記録に挑戦する。

　　　　　を　　　　（めあて２･･･３，５，７，９時間目）

40　　　　決

　　　　　め

　　　　　る


　　　　【鉄棒運動】

　　　　①めあてとなる技･･･さか上がり，ひざかけ上がり，ももかけ上がり／前方支持回転，

　　　　　後方支持回転，後方ひざかけ回転，前方ひざかけ回転／踏み越しおり，転向前おり，

　　　　　横とびこしおり，こうもり振りおり，前回りおりなど

　　　　②練習の工夫の例

　　③技の組み合わせの例

　　　　【走り高とび】

　　　☆めあて１･･･①めやすの決め方　　　②競争のしかたの例

　　　　☆めあて２･･･①左足踏みきりでのとび方　　　②助走の方向

　　　　　　　　　　 ③めあてと練習のしかたの例　　④記録会のしかたの例

　　　【鉄棒運動】　　　　　　　　　　　　　　【走り高とび】

　　　　①低鉄棒･･･２～３人に１欄　　　　　　　　①スタンド・バー・安全マット･･･４～６組

　　　　②安全マット　　　　　　　　　　　　　　 ②踏みきり板・ロイター板

　　　　③とび箱　　　　　　　　　　　　　　　　 ③輪（直径70cmぐらい）

④回転用補助具･･･当て布など

⑤その他の補助具

『体育の学習』児童書P8～15，指導書・第２部研究編P66～70

③バスケットボール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健･･･「病気の予防―１」３時間　６年
年時　　　　　　　　　　　　　　14～24【この間に保健３時間】

単時       1          2         3          4         5          6         7          8

(分)　　
　　　　　バスケットボール【８時間】
　　　　　学習のねらい･･･協力し合い，攻め方･守り方やボール扱いを工夫してゲームを楽しむ。
　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。

10


　　　　★ねらい１･･･やさしいルール　　　★ねらい２･･･練習や攻め方・守り方を工夫して対戦

　　　　で，パス，ドリブル，シュー　　　　したいチームに挑戦する。

　　　　　トなどを使って，いろいろな　　 ・毎時間の進め方･･･①簡単な練習→②ゲーム１→③

20　　　　チームに挑戦する。　　　　　　　 話し合い・練習（５～10分）→④ゲーム２→⑤ま

　　　　・毎時間の進め方･･･①簡単な　　　　とめ

　　　　練習→②ゲーム→③話し合い　　 ・同じ相手と続けて２回以上ゲームをする（対抗戦）。

　　　　　（２～３分）→④ゲーム→⑤

　　　　　まとめ

30　　　・ゲームごとに相手をかえる

　　　（総当たり戦）。
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　　　　【バスケットボール】

　　　　①コートの例

　　　　②約束・マナーの例

　　　　③ルールの例（チームと出場者の人数，ゲーム時間，ゲームの開始，得点，得点の後，

　　　　　反則の例など）

④ゲームの後の話し合いと練習の例

⑤攻め方・守り方の例

　　　　⑥ボール扱い･･･（ショルダーパス，オーバーヘッドパス，サイドハンドパス，ジャンプ

　　　　　シュート，アンダーハンドシュート，ジャンプストップ，ストライドストップ）

　　　　【バスケットボール】

　　　　①コート･･･15～18m×10～12m

　　　　②５号軽量バスケットボール･･･２～３人に１個

　　　　③得点板･･･コートに１つ

④計時板またはストップウォッチ･･･コートに１つ

　　　　⑤作戦ボード･･･チームに１つ

　　　　⑥ゲーム用ゼッケン

『体育の学習』児童書P16～21，指導書・第２部研究編P71～75
④水　泳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時       25        26        27         28        29         30        31         32

単時       1          2         3          4         5          6          7         8

(分)
　　　　　水泳【８時間】
　　　　学習のねらい･･･できる泳ぎ方で，距離や時間に挑戦したり，できそうな泳ぎ方に

10　　　　　　　　　　　 挑戦したりして楽しむ。

　　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

　　　　☆めあて１･･･できる泳ぎ方で，距離や時間に挑戦する。

　　　　　☆めあて２･･･できそうな泳ぎ方に挑戦する。
20　　　　①どのぐらいの距離を泳げるか確かめる。

　　　　　②より長い距離や時間を泳ぐため，泳ぎ方のどこを上手にすればよいかを見つけ，

　　　　　自分の「めあて１」とする。

　　　　　③できそうな泳ぎ方を「めあて２」にする。

　　　　　④バディを組んでいる人や友達と教えあって練習する。

30　　　　⑤泳げるようになった泳ぎ方は，次の時間からめあて１に入れ，新しいめあて２を

　　　　　立てる。
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　　　　【水泳】

　　　　①水泳の約束

　　　　②めあてと練習のしかた

　　　　③クロールの泳ぎ方とターン，練習のしかた

　　　　④平泳ぎの泳ぎ方とターン，練習のしかた

　　　　⑤背泳ぎの泳ぎ方とターン，練習のしかた

　　　　⑥スタートのしかた

　　　　⑦ペアやグループで泳ぐ

　　　　⑧水中ハンドボール

　　　　⑨着衣泳

　　　　【水泳】

　　　　①プール（25m／６～７コース）　　　　　　⑤ストップウォッチ

　　　　②コースロープ　　　　　　　　　　　　　　⑥メガホンまたはハンドマイク

　　　　③ヘルパー・ビート板　　　　　　　　　　　⑦救助用具

　　　　④ドッジボール・スタンド・ゴムひも　　　　⑧水温計

『体育の学習』児童書P22～27，指導書・第２部研究編P76～79

⑤○月○日私のダイアリー（表現）／リズムダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時        33         34           35          36          37          38          39

単時        1           2            3           4           5           6           7

(分)

　　　リズムダンス【１時間】

　　　　　学習のねらい･･･ロックやサンバ，ヒップホップなどのリズムにのって，踊って楽しむ。

10

　　　　　○月○日私のダイアリー【６時間】

　　　　　学習のねらい･･･生活や自然，社会のできごとなどから，表したいテーマを見つけ，

　　　　　　　　　　　　 感じを強めるように工夫して，踊って楽しむ。

　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。

20

　　　　　★ねらい１･･･表したい印象的な　　　★ねらい２･･･表したいテーマごとのグループで，

　　　　　　できごとを見つけ，思いつく　　　　　動きや続け方を工夫して，簡単な作品にまとめ

　　　　　まま踊る。　　　　　　　　　　　　　て踊る。

　　　　　①カードや音楽を手がかりにして，　　①テーマ別のグループをつくる。

30　　　　　２～３人組で思いつくまま踊る。　　②グループで，感じを強める工夫をして踊る。

　　　　　②表したい感情が生きるように，　　　③他のグループと見せ合う。

　　　　　ひと流れの動きを工夫する。　　　　④最後の時間は，クラスで発表会を行う。

　　　　　③見せ合って感じを確かめ合う。
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　　　　【リズムダンス】

　　　　①いろいろなリズムの曲にのって，友達と自由に踊る例

　　　　②好きなリズムの曲を選んで，のり方や動きを工夫して続けて踊る例

　　　　【○月○日私のダイアリー】

　　　　★ねらい１･･･①イメージカードづくり

　　　　　　　　　　 ②カードを手がかりに思いつくまま踊る例

　　　　　　　　　　 ③ひと流れの動きの工夫の例

　　　　★ねらい２･･･①作品の見通しの立て方の例

　　　　　　　　　　 ②作品の感じを強める工夫の例

　　　　　　　　　　 ③発表会の例

　　　　【リズムダンス／○月○日私のダイアリー】

　　　　①CDとCDプレーヤー

　　　　②楽器（カスタネット，タンブリン，鈴，リズム太鼓，トライアングル，ピアノ，

　　　　　シンセサイザーなど）

③イメージカード用のカード

　　　　④ペットボトルの空き容器，段ボール箱，新聞紙など

『体育の学習』児童書P28～35，指導書・第２部研究編P80～84

⑥ソフトバレーボール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時       40          41          42          43          44          45          46

単時        1           2           3           4           5           6            7

(分)　　
　　　　　ソフトバレーボール【７時間】
　　　　　学習のねらい･･･協力し合い，攻め方・守り方やボール扱いを工夫してゲームを楽
　　　　　　　　　　　 しむ。

10　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。


　　　　　★ねらい１･･･やさしいルールで，　　　★ねらい２･･･練習や攻め方・守り方を工夫して，

　　　　　サーブやパスを使って，いろい　　　　 対戦したいチームに挑戦する。

　　　　　　ろなチームに挑戦する。　　　　　　 ・毎時間の進め方･･･①簡単な練習→②ゲーム１

20　　　　・毎時間の進め方･･･①簡単な練習　　　　→③話し合い・練習（５～10分）→④ゲーム

　　　　　　→②ゲーム→③話し合い（２～　　　　 ２→⑤まとめ

　　　　　３分）→④ゲーム→⑤まとめ　　　　 ・同じ相手と続けて２回以上ゲームをする

　　　　　・ゲームごとに相手をかえる　　　　　　（対抗戦）。

　　　　　（総当たり戦）。

30
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　　　　【ソフトバレーボール】

　　　　①コートの例

　　　　②約束・マナーの例

　　　　③ルールの例（チームと出場者の人数，ゲーム時間，ゲームの開始，得点，得点の後，

　　　　　ルールの工夫の例など）

④ゲームの後の話し合いと練習の例

⑤攻め方･守り方の例

　　　　⑥ボール扱い（アンダーハンドサーブ，オーバーハンドサーブ，アンダーハンドパス，

　　　　　オーバーハンドパス，スパイク，ブロック）

　　　　【ソフトバレーボール】

　　　　①コート･･･バドミントンコート：13.04m×6.10m（参考）

　　　　②ソフトバレーボール（周囲77～79cm／重さ50～100g）･･･２～３人に１個

　　　　③得点板･･･コートに１つ

④計時板またはストップウォッチ･･･コートに１つ

　　　　⑤作戦ボード･･･チームに１つ

　　　　⑥ゲーム用ゼッケン

『体育の学習』児童書P36～41，指導書・第２部研究編P85～89

⑦２種競技（ハードル走・走り幅とび）／持久走　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時      47         48        49         50        51         52        53         54

単時       1          2         3          4         5          6         7          8 

(分)
　　　　　２種競技【７時間】
　　　　　学習のねらい･･･ハードル走と走り幅とびの２種競技をして楽しむ。

　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。

10

　　　　　★ねらい１･･･ハードル走と走り幅とびで競争し　　　　★ねらい２･･･きまりを決めて，

　　　　　　たり，記録に挑戦したりする。　　　　　　　　　　　　　　　　　２種競技をする。
　　　　①ハードル走と走り幅とびの，自分の「めやす」　　　　①競争のしかたを決める。

　　　　　　を決める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②練習してから，記録をとって
20　　　　②めやす達成のための「めあて」を決める。　　　　　　　競争する。

　　　　　③めあてに合った場で練習する。

　　　　④同じ場の仲間と競争したり，自分のめやすに

　　　　　　挑戦する。

30


　　　　　持久走【１時間】

　　　　学習のねらい･･･無理のない速さで，５～７分間

　　　　　　　　　　　　　走って楽しむ。
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　　　　【２種競技】

　　　　★ねらい１･･･①ハードル走と走り幅とびのめやすの決め方

　　　　　　　　　　 ②ハードル走の場･･･コースの例と，めやすとめあての例／とびこし方と

　　　　　　　　　　　インターバルの走り方

　　　　　　　　　　 ③走り幅とびの場･･･活動の場と，めやすと練習の例／助走ととび方

　　　　★ねらい２･･･①２種競技の得点競争のしかたの例と得点表

　　　【持久走】

　　　　①コースの例　　　②注意すること


　　　【２種競技】　　　　　　　　　　　　　　　【持久走】

　　　　①ハードル･･･12～14台　　　　　　　　　　①ストップウォッチ･･･２人に１個

　　　　②旗，コーン　　　　　　　　　　　　　　　②コーン，マーカー

　　　　③踏みきり板，輪

　　　　④巻尺，砂ならし

⑤ストップウォッチ

⑥ライン引き，石灰

『体育の学習』児童書P42～47，指導書・第２部研究編P90～94

⑧とび箱運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時      55       56        57       58       59        60        61       62       63

単時       1        2         3        4        5         6         7        8        9

(分)　　
　　　　　とび箱運動【９時間】
　　　　　学習のねらい･･･できるとび方で，いろいろな向きや高さのとび箱をとび越したり，
　　　　　　　　　　　 できそうなとび方に挑戦したりして楽しむ。

10　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。


　　

　　　　☆めあて１･･･得意なとび方や，できるとび方で，いろいろな向きや高さのとび箱に

　　　　　　　　　　　 挑戦し，大きな動作でとび越す。

20　　　　☆めあて２･･･できそうなとび方や，上手になりたいとび方に，とびやすいとび箱や

　　　　　　　　　　　　場で挑戦する。

　　　　①「確かめとび」で，今自分は何ができるか確かめる。

　　　　　②めあてカードに，めあて１，２を記入してめあてを立てる。

　　　　　③めあてに挑戦する。

30　　　　④めあて２が１つでもできたら，めあて１にできた技を入れ，新しいめあて２の技

　　　　　を決める（新しいカードに記入する）。
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　　　　【とび箱運動】

　　　　①めあてとなる技･･･開脚とび，かかえ込みとび，下向き横とび，あおむけとび，

　　　　　台上前転，頭はねとび，前方倒立回転とび，側方倒立回転とび

　　　　②めあて（カード）と挑戦の例

　　　　③練習の工夫の例

④グループでの楽しみ方の例


　　　　【とび箱運動】

　　　　①とび箱･･･７～８台

　　　　②マット･･･14～16枚

　　　　③踏みきり板･･･14～16枚

④調整箱･･･14～16台

　　　　⑤安全マット･･･3～４枚

　　　　⑥平均台･･･１台

『体育の学習』児童書P48～53，指導書・第２部研究編P95～98

⑨フォークダンス（マイム・マイム／コロブチカ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時            64                   65                   66                    67

単時             1                    2                    3                     4

(分)　　
　　　　　フォークダンス【４時間】
　　　　　学習のねらい･･･「マイム・マイム」や「コロブチカ」などの世界の踊りを踊って
　　　　　　　　　　　　楽しむ。

10　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。


　　　　☆めあて１･･･今踊れるいくつかの踊りを，みんなで踊る。

　　　　　☆めあて２･･･新しい踊りを覚えて，みんなで踊る。

20　　　　①２～３の踊れる曲を選んで，踊りの特徴や雰囲気を出して踊る。

　　　　　②クラスのみんなで踊る。

　　　　③新しい踊りを覚えて踊る（グループで踊った後は，みんなで踊る）。

　　　　　④覚えた新しい踊りは，次の時間からめあて１に入れる。

30
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　　　　【フォークダンス】

　　　　①世界のフォークダンス

　　　　②フォークダンスの隊形のいろいろ

　　　　③「マイム・マイム」の踊り方の由来と踊り方

④「コロブチカ」の踊りの由来と踊り方


　　　　【フォークダンス】

　　　　①CDとCDプレーヤー

　　　　②踊り方の解説ビデオや資料など

『体育の学習』児童書P54～57，指導書・第２部研究編P99～102

⑩体力を高める運動（体つくり運動）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時          68               69               70               71               72

単時           1                2                3                4                5

(分)　　
　　　　　体力を高める運動【５時間】
　　　　　学習のねらい･･･体力を高めるための運動の意味と方法を知り，自分に合った方法で行う。
　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。

10

　　　　★ねらい１･･・体力を高める運動　　　★ねらい２･･･自分や仲間の体力の様子を知り，

　　　　　をそれぞれやってみて，その行　　　　自分に合った工夫をして行う。

　　　　い方を理解する。　　　　　　　　　①ねらい１で行った運動について，自分の力に

　　　　①初めに自分たちの体力（体の動　　　　合った工夫や高め方をして行う。

20　　　　き）について話し合う。　　　　　　②新しい動きを工夫してつくり，行う。

　　　　②それぞれの運動を十分に行う。


30
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　　　　【体力を高める運動】（運動の例）

（１）体の柔らかさ･･･①ストレッチ（体を前に曲げる／後ろに曲げる／横に曲げる／

　　　　　足を前後に開く／足を横に開く／体をねじる）②用具を使って（○棒･･･体を前に曲げる

　　　　　／体を反らせる／棒くぐり　○ボール･･･またの間から受け渡し／座って受け渡し／背中

　　　　　合せで受け渡し）

　　　　（２）巧みな動き･･･①タイミング（２個のボールをつく／２個のボールをパス／輪でとぶ・

　　　　　投げ上げるの繰り返し）②すばやく（棒が倒れないうちに１回転／座った姿勢からスター

　トして走る）③リズミカル（音楽のリズムに合わせて動く／なわとびで二重とび／交差と

　び／あやとび）

（３）力強い動き･･･腕立て伏せ／人運び／登り棒のぼり／棒で引っぱり合い／押し相撲

（４）長く続ける力･･･タイヤ引き→なわとび→タイヤとび→高鉄棒をぶらさがり渡り→円

　木渡りを続けて行う。

　　　　○それぞれの動きを高める工夫の例，新しい動きの例

　　　　【体力を高める運動】　　　　　　　　　　 ③なわ･･･１人に１本

　　　　①ボール･･･２人に１個　　　　　　　　　　④タイヤ･･･グループに１つ

　　　　②棒･･･２人に１本　　　　　　　　　　　　⑤ストップウォッチ，コーン

『体育の学習』児童書P58～61，指導書・第２部研究編P103～106

⑪サッカー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健･･･「病気の予防―２」５時間　６年
年時　　　　　　　　　　　　　　73～（90）【この間で保健５時間】

単時        1           2           3           4            5           6           7

(分)
　　　　　サッカー【７時間】
　　　　　学習のねらい･･･協力し合い，攻め方・守り方やボール扱いを工夫してゲームを

　　　　　　　　　　　 楽しむ。

10　　　　学習の進め方･･･ねらい１→ねらい２の順で行う。

　　　　　★ねらい１･･･やさしいルールで，　　★ねらい２･･･練習や攻め方・守り方を工夫して，
　　　　　パス，ドリブル，シュートなど　　　 対戦したいチームに挑戦する。

　　　　　　を使って，いろいろなチームに　　 ・毎時間の進め方･･･①簡単な練習→②ゲーム１→
20　　　　　挑戦する。　　　　　　　　　　　　 ③話し合い・練習（５～10分）→④ゲーム２→

　　　　　・毎時間の進め方･･･①簡単な練　　  ⑤まとめ

　　　　　習→②ゲーム→③話し合い（２　　 ・同じ相手と続けて２回以上ゲームをする

　　　　　　～３分）→④ゲーム→⑤まとめ　　　（対抗戦）。

　　　　　・ゲームごとに相手をかえる

30　　　　（総当たり戦）。
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　　　　【サッカー】

　　　　①コートの例

　　　　②約束・マナーの例

　　　　③ルールの例（チームと出場者の人数，ゲーム時間，ゲームの開始，得点，得点の後，

　　　　　反則の例など）

　　　　④ゲームの後の話し合いと練習の例

　　　⑤攻め方・守り方の例

　　　　⑥ボール扱い（インステップキック，インサイドキック，ヘディング，止め方）

　　　【サッカー】

　　　　①コート･･･20×30m×15～20m

　　　　②４号サッカーボールまたはソフトスポンジサッカーボール･･･２～３人に１個

　　　　③得点板･･･コートに１つ

　　　　④計時板またはストップウォッチ･･･コートに１つ

⑤作戦ボード･･･チームに１つ

⑥ゲーム用ゼッケン

⑦ライン引き・石灰，コーン

『体育の学習』児童書P62～67，指導書・第２部研究編P107～111

⑫マット運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健･･･「病気の予防―２」５時間　６年
年時　　　　　　　　　　　　　（73）～90【この間に保健５時間】

単時         1              2             3             4             5             6

(分)
　　　　　マット運動【6時間】
　　　　　学習のねらい･･･できる回り方で，連続回りや組み合わせ回りに挑戦したり，

　　　　　　　　　　　 できそうな回り方に挑戦したりして楽しむ。

10　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。


　　　　　☆めあて１･･･得意な回り方や，できる回り方で，連続して回ったり，組み合わせて
　　　　　　　　　　 回ったりする。

　　　　　☆めあて２･･･できそうな回り方や，上手になりたい回り方に，回りやすいマットや

20　　　　　　　　　　 場で挑戦する。

　　　　　①「確かめ回り」で，今自分は何ができるか確かめる。

　　　　②めあてカードに，めあて１，２を記入してめあてを立てる。

　　　　　③めあてに挑戦する。

　　　　　④めあて２が１つでもできたら，めあて１にできた技を入れ，新しいめあて２の技

30　　　　　を決める（新しいカードに記入する）。
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　　　　【マット運動】

　　　　①めあてとなる技･･･前転，とび前転，開脚前転，倒立前転，後転，開脚後転，伸膝

　　　　　後転，側方倒立回転，ロンダード，前方倒立回転，首倒立，頭倒立，倒立，ジャンプ

で向きかえ

　　　　②めあて（カード）と挑戦の例

　　　　③練習の工夫の例

　　　　④グループでの楽しみ方の例


　　　　【マット運動】

　　　　①マット･･･グループごとに２～３枚

　　　　②とび箱･･･１～５段を各２～３台

　　　　③踏みきり板･･･３～４枚

④傾斜板･･･３～４枚

⑤安全マット･･･２～３枚

⑥スタンド・ゴムひも･･･１～２組

『体育の学習』児童書P68～73，指導書・第２部研究編P112～115

○スキー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時

単時       1          2         3          4         5          6         7          8

(分)
　　　　　スキー【８時間】
　　　　　学習のねらい･･･野山を歩いたり，いろいろな斜面を滑ったり，新しい滑り方に挑戦

　　　　　　　　　　　したりして楽しむ。

10　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

　　　　☆めあて１･･･できる滑り方で，いろいろな斜面を滑る。

　　　　　☆めあて２･･･滑りやすい斜面で，新しい滑り方に挑戦する。
20
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　　　　【スキー】

　　　　☆めあて１･･･①林間コースを歩いたり，滑ったりする。

　　　　　　　　　　 ②長いコースの斜面を，シュテム・ターンやパラレル・ターンで滑る。

　　　　☆めあて２･･･①スケーティング

　　　　　　　　　　 ②ステップ・ターン

　　　　　　　　　　 ③ペダル・プッシング

　　　　　　　　　　 ④ウェーデルン


　　　　【スキー】

　　　　①制限滑降用ポールまたは旗（ポールがない場合，小旗か目印用ペイントなど）

　　　②シャベル

　　　　③ストップウォッチ

『体育の学習』児童書P75，指導書・第２部研究編P117～118

○スケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年
年時

単時       1          2         3          4          5         6          7         8

(分)
　　　　　スケート【８時間】
　　　　　学習のねらい･･･タイムに挑戦したり，リレーをしたりして楽しむ。

　　　　学習の進め方･･･毎時間，めあて１を十分に行ってから，めあて２に進む。

10


　　　　☆めあて１･･･スピードにのって滑り，タイムに挑戦する。

　　　　　☆めあて２･･･きまりを決め，作戦を立ててリレーをする。
20
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　　　　【スケート】

　　　　☆めあて１･･･①スピードののり方（フリーハンドで，ワンハンドで）

　　　　　　　　　　 ②スタートダッシュのしかた

　　　　☆めあて２･･･○バトンパスのしかた

　　　　　　　　　　（初めに両足滑りでのバトンパスの練習をし，次に，ダッシュして

　　　　　　　　　　　バトンをもらう練習をする）。


　　　　【スケート】

　　　　①１周150～200mのスケートリンク

　　　②ほうき，雪かき

　　　　③小旗，バトン，ストップウォッチ

　　　　④スケート研磨台一式，砥石など

『体育の学習』児童書P76，指導書・第２部研究編P119～120

　　主　な　内　容
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